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町民の皆
さまに

新年新年のの抱負抱負とと 町政町政へのへの願い願いをお聞きしました

初鹿 朗さん
会社員

深澤 美紀子さん
スポーツインストラクター

深澤 雅矢さん
高校1年生

乙黒 莉奈さん

吹奏楽クラブ
小学校 6 年生

井上 莉衣奈さん

富士川ミニバスケット
ボールスポーツ少年団

小学 6 年生

保坂 優太郎さん

小学校 3 年生

市川 陽さん

高校2年生

折居 広介さん
会社員

中込 司さん
自営業

秋山 翔さん・北原 宙音さん
中学校3年生

20
24

今年の干支辰は、自然万物が振動し全
てに活力が旺盛になると言われます。
少林寺拳法や趣味を通じて社会に貢献
していくよう、今年もアクティブに過
ごして行こうと思います。

中学生になってもバスケを続けていくので
輝けるように自主練も沢山頑張ります！
どのスポーツも正式に出来るコートがある
広い大きな体育館が欲しいです。

フットワーク軽く、常に身体も
口も動き回る 1 年にしていき
ます！
健康第一！空き店舗の有効活
用で町の活性化を望みます。

去年の自分より 『健康に強くしなやか
に』 を目指します！
スポーツインストラクターとして、皆さ
まの健康維持に努めています。全町民
が健康になるための運動習慣が整うよ
う、後押しをして頂けたらうれしいです。

日本全国（東北・北陸など）
に旅行、マラソンで行きた
い。賑わいの道の駅にシャ
ワールームの設置をしても
らいたい｡

人助けになればと手話サーク
ルに通っています。将来、福
祉関係の仕事に就くために、
受験勉強を頑張ります。生ま
れ育った富士川町が好きです。

毎日健康で楽しく､ 今年は人
生の転機があるように願い、
ぜひ町には子どもの遊べる施
設を作ってもらいたいです｡

二児の父親で、健康に
気を付けています。
出産祝金の拡充、家事代
行等、もっと利用し易い
子育て支援の充実を希望
します。

将来の夢は、ウルトラマンを
作る円谷プロで働きたい ! 世
界が平和になりますように !
いじめのないみんな仲良くで
きる町になってほしい。

高校に行っても野球は続け
トップを目指す。最終的に
はスポーツに関わる仕事を
したい。若者が遊べるとこ
ろが欲しいです。

全力で陸上に取り組む年に
し、自己ベストを更新出来る
ように頑張りたいです。また、
技術や体力をつけるだけでな
く、思いやりや礼儀などを大
切にしていきたいです。

神山 浩大さん
自営業

増穂小の吹奏楽クラブに所属して
います。コロナの影響で練習がで
きないこともあり、また発表でき
る場も少ないです。学校だけでな
く、イベント等で発表し、皆さん
に聞いてもらいたいです。

渡邊 理さん

会社員
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令和5年度の補正予算、条例制定、条
例改正、人事案件など27件を審議し、
原案のとおり可決、適任とした。

おもな一般会計補正予算
◆エネルギー・食料品価格等物価高騰重点支援給付金事業	 1億724万円
◆ガバメントクラウドファンディング報償	 1,500万円
◆山車巡行祭り山車修繕事業補助金	 290万円
◆障害者自立支援給付事業	 1,629万円
◆親水公園ドッグラン整備事業	 2,500万円

1212月定例会月定例会
で決まったことで決まったこと

整備された電気自動車用急速充電器

ドッグラン予定地の親水公園

定 例 会 質 疑定 例 会 質 疑

一般会計
補正予算 修正動議が提出される！修正動議が提出される！

修正案に反対
鮫田 洋平　青栁 光仁　秋山 仁　小林 和良
深澤 一幸　依田 誠司　宇田川 朱恵

修正案に賛成
井上 光三　齊藤 欽也　小林 有紀子
望月 眞　　神田 雅也

修正案は
討論採決の結果

可決

採決結果

否決

問　10 月 3 日にペッツオーライ（株）との協定が結ば
れたが、2 か月しか経っていない。決定のプロ
セスを聞きたい。

答　道の駅敷地内において検討したところ、整備で
きる場所がなかったことから、国土交通省と協
議を重ねてきた中、親水公園の一部未利用地で
の協議が整ったこと、ペッツオーライ（株）と
の連携協定があったことから、予算を計上した。

問　この場所に設置する狙いは、道の駅利用者なの
か町民なのか。

答　道の駅を使いながらドッグランも使っていただ
き、町内の人にも足を運んでいただきたい。

問　全員協議会において工事は渇水時期に行うと説
明したが。

答　河川法により工事ができるのは、渇水期である
11 月から 5 月までであるから、渇水期という
言葉を使った。

問　この財源はふるさと納税を使うということだが、
もう少し貯めてからではどうか。

答　ふるさと納税を使い、一般財源を脅かさずにこ
ういう事業ができるということを、町民の皆さ
まに示したかった。

問　不動産売り払い収入262万9千円について、場所
と面積と単価は。

答　青柳町地内2件、鰍沢地内1件、天神中條2件で、
5 件の合計が230.49平米である。

問　山車保存会に補助金を出すようになった経過は。
答　来年度から町政15周年記念という形でいくつか

の事業を検討している。山車3台は修繕が必要
だが、次年度の修繕が期間的に難しいので、2
台を先行して修繕したい。

問　電気自動車の急速充電器の利用は、令和6年１月
４日からできるのか？

答　本定例会可決後１月４日の使用開始を目指し、
その日から使えるように準備を進めていく。

国土交通省と使用に関する協定が整ったこと
や、町が進めるペットフレンドリーなまちづく
りペットツーリズムを推進していくこと。民間
会社と協定が締結されたことなど、工事可能期
間が限られているから、このタイミングで令和
6 年度供用開始に向け整備は必要である。

深澤 一幸

ふるさと納税の活用だが、まちづくり公社が本
格稼働してしっかり稼げるようになってから設
備計画をしても遅くない。予定地は「道の駅」
から徒歩 600 ｍ、歩いて利用するには利便性が
悪く、人気のない場所であり、防犯カメラの設
置もなく利用者同士のトラブルに対応できない。

神田雅也

「道の駅」に建設が望ましいが、災害用の資材
などが埋め込んであり、国土交通省から許可を
受けることができない。自然豊かな環境を楽し
むことができ、動物の声も心配なくのびのび触
れ合うことができる。ふるさと納税からの財源
で費用対効果が生み出される。

秋山仁

町民目線でドッグラン構想を論議する必要があ
る。町民に丁寧な説明をし、理解と協力を得る
必要もある。プランを再度検討してから事業に
取り組んでも遅くないと思う。子どもが過ごせ
る施設を充実させることを優先すべきである。

望月眞

●一般会計補正予算	 2一般会計補正予算	 2億億7,2307,230万円万円
●一般会計補正後の予算総額一般会計補正後の予算総額	 86	 86億億3,5673,567万円万円

修正案反対 修正案賛成

修正動議提出者	 井上 光三　齊藤 欽也　小林 有紀子　望月 眞　神田 雅也
内　　　　容	 親水公園ドッグラン整備事業2,500万円の減額修正
提 案 理 由 	 大きな予算を伴う事業は、補正予算で編成されるものではなく、当初予算

に計上され、その上で議会としてしっかりと議論が行われるべきと考える。

提 出 者 　小林 和良　　　　賛 成 者 　 深澤 一幸　依田 誠司
提出理由　 本事業の執行によって十分意義のある施設となり、
　　　　　 整備目的を達成するために、十分な対応を求める。

討 論討 論

附帯決議提出

条例制定：ドックラン整備事業について 補正予算

1.	ドッグランの細部に渡る運用方法、管理運営方法を着工前に議会に示し、理解を求めること。
2.	運用面の仕様検討においては、町民からの意見も組み入れること。
3.	ドッグラン施設の経済効果については、算出根拠とその効果について、着工前に議会に説明し理解を

求めること。
4.	施設が河川区域内にあるため、近年の災害の予測不能化、多発化、激甚化に備え、町独自で工作物の

撤去方法などの防災マニュアル等の整備をすること。
5.	 道の駅富士川から、ドッグランまでの車でのアクセスが実現可能となるように国土交通省と交渉すること。

※附帯決議：可決された案件に対し、事業を執行する上での要望や留意事項を述べるために提出するもの。

決 議 事 項
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1.	ドッグランの細部に渡る運用方法、管理運営方法を着工前に議会に示し、理解を求めること。
2.	運用面の仕様検討においては、町民からの意見も組み入れること。
3.	ドッグラン施設の経済効果については、算出根拠とその効果について、着工前に議会に説明し理解を

求めること。
4.	施設が河川区域内にあるため、近年の災害の予測不能化、多発化、激甚化に備え、町独自で工作物の

撤去方法などの防災マニュアル等の整備をすること。
5.	 道の駅富士川から、ドッグランまでの車でのアクセスが実現可能となるように国土交通省と交渉すること。

※附帯決議：可決された案件に対し、事業を執行する上での要望や留意事項を述べるために提出するもの。

決 議 事 項
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誰もが気軽に運動を楽しむ足がかりを提供するため
身近な公園における健康遊具の設置を支援する県の補助事業

事業費：500万円× 2 口＝ 1,000万円（全額県補助）

第４回臨時会を11月2日開催し、
補正予算案1件を審議し原案のとおり可決した。

令和5 年令和5 年
第 4回第 4回臨時会臨時会

問　富士川いきいきスポーツ公園健康遊具設置工
事請負費1,000万円の詳細は。

答　健康遊具 1 基あたり平均金額は器具が約55
万円、据付け基礎工事費が約7万円、諸経費
は県の基準で公園工事に係る経費が約61万
円、1 基あたり平均で123万円である。

問　計画を策定するにあたり、町独自で進めてき
たのか、それとも多くの町民の声を聞いて計画
を進めてきたのか。

答　区長や町会議員、体育協会などの各種団体の
代表者で構成する整備検討委員会の中で、健
康遊具を設置する要望があり、計画の提言書
が提出されている。

問　いきいきスポーツ公園ではなく、各地に点在す
る公園に分散設置の変更は可能か。

答　国の指針では、大人用の健康遊具と児童用の遊
具が混在しないようにと示されている。安全に
遊具を設置するスペースが難しいため、元々計
画があった、いきいきスポーツ公園に計画した。

7 種類の健康遊具設置を予定

「ちょいトレ」プロジェクト推進事業
・富士川いきいきスポーツ公園健康遊具設置工事　1,000 万円

動画はこちらから
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０
０
㎡
程

度
、
主
要
構
造
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
を
基
本
と

し
、
木
造
等
の
混
構
造

も
可
と
す
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
対
話
集
会

な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見

や
、
児
童
生
徒
・
保
護
者

お
よ
び
教
職
員
等
の
幅
広

い
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
基
本
設
計
を
進
め
て

い
る
。

統
合
後
の
鰍
沢 

小
・
中
学
校
の
整
備
は

問
　
小
学
校
と
し
て
活
用

す
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に
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あ
る
こ
と
な
ど
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ら
、
小
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生
用
の
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設

備
に
改
修
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必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

望
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新
中
学
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開
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に
向
け
て

教
育
環
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整
備
は

問
幅
広
い
意
見
を
参
考
に

基
本
設
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を
進
め
る

答

一 般 質 問 通 告 一 覧
１	望月 眞 議員
	 ●富士川中学校開校に向けての

教育環境整備について
	 ●学校統合後の現鰍沢小・中学校

施設の整備について

２	小林 和良 議員
	 ●町の財政状況を表す財政指標

の考え方について
	 ●新庁舎の運用１年経過後の状

況について

３	神田 雅也 議員
	 ●町民体育館建設について

４	秋山 仁 議員
	 ●いきいきスポーツ公園

について

５	小林 有紀子 議員
	 ●地域防災力の強化について
	 ●手話言語条例制定と共

生社会の推進について
	 ●新中学校建設について

６	宇田川 朱恵 議員
	 ●こども基本法の制定に

おける町の取り組みに
ついて

	 ●地域が主役のまちづく
り、協働のまちづくりを
さらに推進するための
取り組みについて

７	依田 誠司 議員
	 ●道路や水路等の損傷箇所

の発見について

８	深澤 一幸 議員
	 ●庁舎の点検、補償に関

することについて
	 ●いきいきスポーツ公園

駐車場の活用について

一 般 質 問 ズバリ!　聞きます!

新中学校建設予定地（増穂中学校）

一
般
質
問

お も な 質 疑

条例制定 3 議案・条例改正 8 議案を可決した
●富士川町電気自動車用急速充電器の設置及び管理に関する条例の制定について
●富士川町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について
●富士川町下水道事業の設置等に関する条例の制定について

●富士川町職員給与条例の一部を改正する条例について
●富士川町長等の給与及び旅費条例及び富士川町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例について
●富士川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
●富士川町手数料条例の一部を改正する条例について
●富士川町子ども・子育て会議条例等の一部を改正する条例について
●富士川町ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について
●富士川町立保育所条例の一部を改正する条例について
　・富士川町立第１保育所　➡　富士川町立天神ゆずっこ保育園
　・富士川町立中央保育所　➡　富士川町立青柳そらっこ保育園
　・富士川町立第５保育所　➡　富士川町立鰍沢さくらっこ保育園
●富士川町簡易水道事業及び下水道事業に地方公営企業法の財務規定等を適用することに

伴う関係条例の整備に関する条例について

●人権擁護委員	 新任  石井　　泉（青柳町区）
	 再任  望月 ひとみ（鰍沢北区）

人 事
（敬称略）

9月議会で再任されましたが、議会だより54号に掲載があり
ませんでしたので、お詫びし本号に掲載いたします。



条例
改正

条例
制定

議会だより No.55 （6）（7）  議会だより No.55

誰もが気軽に運動を楽しむ足がかりを提供するため
身近な公園における健康遊具の設置を支援する県の補助事業

事業費：500万円× 2 口＝ 1,000万円（全額県補助）

第４回臨時会を11月2日開催し、
補正予算案1件を審議し原案のとおり可決した。

令和5 年令和5 年
第 4回第 4回臨時会臨時会

問　富士川いきいきスポーツ公園健康遊具設置工
事請負費1,000万円の詳細は。

答　健康遊具 1 基あたり平均金額は器具が約55
万円、据付け基礎工事費が約7万円、諸経費
は県の基準で公園工事に係る経費が約61万
円、1 基あたり平均で123万円である。

問　計画を策定するにあたり、町独自で進めてき
たのか、それとも多くの町民の声を聞いて計画
を進めてきたのか。

答　区長や町会議員、体育協会などの各種団体の
代表者で構成する整備検討委員会の中で、健
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少
な
い
・
ス
タ
ン

ド
上
段
の
脇
の
道
路
通
行

の
安
全
性
・
雨
が
降
っ
た

時
の
水
た
ま
り
）
な
ど
利

用
者
か
ら
の
指
摘
が
あ
る

が
。

都
市
整
備
課
長
　
い
き
い

き
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
の
ト

イ
レ
は
、
競
技
場
内
、
管

理
棟
の
外
と
内
に
、
男
性

用
８
器
、
女
性
用
８
器
、

多
目
的
２
器
を
設
置
し
て

い
る
。
多
数
の
参
加
者
が

見
込
ま
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
は
、
主
催
者

に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。
ま
た
ス
タ

ン
ド
上
段
の
道
路
の
安
全

問　
町
が
財
政
健
全
と
判

断
す
る
各
指
標
の
値
に
つ

い
て
の
考
え
は
。　

財
務
課
長
　
決
算
時
に
お

い
て
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
財
政
健

全
化
判
断
比
率
で
あ
る
実

質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質

赤
字
比
率
・
実
質
公
債
費

比
率
・
将
来
負
担
比
率
の

４
つ
の
財
政
指
標
を
公
表

し
て
い
る
。
本
町
の
令
和

４
年
度
決
算
に
お
け
る
実

質
赤
字
比
率
お
よ
び
連
結

実
質
赤
字
比
率
は
、
黒
字

で
あ
る
た
め
指
標
は
算
出

さ
れ
ず
、
実
質
公
債
費
比

率
は
10
・
9
％
、
将
来
負

担
比
率
は
68
・
2
％
と
な

問　

警
報
等
の
発
令
な

ど
予
測
や
防
止
、
避
難
な

ど
に
つ
い
て
気
象
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
が
対

策
の
一
助
に
な
る
。
町
独

自
で
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
活
用
は
。

防
災
交
通
課
長　
気
象
庁

が
防
災
の
知
識
を
兼
ね
備

え
た
気
象
の
専
門
家
と
し

て
委
嘱
し
た
人
材
で
、
現

在
全
国
で
1
9
3
名
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
内

1
名
が
県
内
の
居
住
者
で

あ
る
。
こ
の
気
象
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
は
県

内
自
治
体
で
は
、
そ
の
事

例
が
な
い
こ
と
か
ら
今
後

は
県
や
甲
府
地
方
気
象
台

等
か
ら
そ
の
活
用
例
な
ど

対
策
は
、
河
川
の
堤
防

と
な
る
た
め
管
理
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
と
協
議

を
し
て
い
く
。
雨
が
降
っ

た
時
に
で
き
る
水
た
ま
り

は
、
管
理
者
と
の
協
議
に

よ
り
浸
透
桝
を
設
置
す
る

許
可
を
受
け
今
年
度
の

整
備
工
事
に
お
い
て
改
善

を
図
る
。

問　
今
後
の
施
設
整

備
計
画
は
。

都
市
整
備
課
長
　
今

年
度
は
多
目
的
広
場

の
植
栽
お
よ
び
健
康

遊
具
等
の
施
設
整
備

と
南
側
エ
リ
ア
の
造

成
工
事
を
行
う
。
明

年
度
は
、
多
目
的
広

り
、
国
が
財
政
の
健
全
性

に
問
題
が
あ
る
場
合
と
し

て
定
め
た
早
期
健
全
化
基

準
の
25
％
、
3
5
0
％
は

下
回
っ
て
い
る
状
況
。
経

常
収
支
比
率
は
84
・
9
％
、

実
質
収
支
比
率
は
5.5
％
で
、

町
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
。

本
町
の
財
政
の
健
全
性
は

国
が
示
す
早
期
健
全
化
基

準
や
経
常
収
支
比
率
な
ど

の
各
指
標
、
類
似
団
体
の

指
標
な
ど
を
相
対
的
に
見

て
判
断
し
て
い
る
。

新
庁
舎
の
運
用

１
年
経
過
後
の
状
況
は

問　
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

会
議
室
の
有
効
活
用
の
施

策
は
。　

場
に
あ
ず
ま
屋
と
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
広
場
と
し
て
、

災
害
時
に
特
殊
車
両
の
一

時
待
機
場
所
な
ど
と
な
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
広
場
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
駐
車

場
や
競
技
者
が
準
備
運
動

を
行
え
る
芝
生
広
場
を
計

画
し
て
い
る
。

管
財
課
長
　
新
庁
舎
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
は
、
利

用
に
お
け
る
管
理
運
営
要

綱
を
条
例
に
改
め
、
使
用

時
間
な
ど
の
見
直
し
を
行

い
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
使

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

町
広
報
紙
を
通
じ
て
周
知

す
る
。

の
情
報
を
得
る
中
で
、
必

要
性
や
活
用
方
法
に
つ
い

て
研
究
す
る
。

手
話
言
語
条
例
の

制
定
は

問　
手
話
言
語
条
例
を
制

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

福
祉
保
健
課
長　
手
話
言

語
条
例
の
制
定
は
、
こ
れ

ま
で
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
は
別
に
、
手

話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認

識
に
基
づ
き
、
各
自
治
体

に
お
い
て
手
話
言
語
に
つ

い
て
の
条
例
を
制
定
し
て

い
る
。
県
内
で
は
山
梨
県

を
始
め
、
上
野
原
市
と
市

川
三
郷
町
が
条
例
を
制
定

し
て
い
る
。
町
と
し
て
も

住
民
の
誰
も
が
手
話
言
語

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
共
生
社
会
の
実
現

が
図
れ
る
よ
う
、 

条
例
の

制
定
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

秋
山 
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議
員

小
林 

和
良 

議
員

小
林 

有
紀
子 

議
員

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
公
園

施
設
の
改
善
は

問
国
な
ど
と
協
議
し
対
応
す
る

答
財
政
状
況
を
表
す

財
政
指
標
の
考
え
方
は

問
国
の
示
す
指
標
な
ど
で

相
対
的
に
判
断

答

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
は

問
必
要
性
や
活
用
方
法
を

研
究
す
る

答

早期の改善が求められている
いきいきスポーツ公園 町の財政は早期健全化基準を下回り健全！！

地域防災リーダ養成講座を開催
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一
般
質
問

問　

町
民
体
育
館
の
建

設
に
つ
い
て
、
町
長
は
こ

れ
ま
で
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら

検
討
す
る
と
言
っ
て
き
た

が
、
中
学
校
新
設
を
目
前

に
控
え
る
中
、
是
非
を
明

確
に
す
べ
き
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。　

町
長　
町
民
体
育
館
は
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
に
重
要
な
施
設
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
、
町
の
厳
し
い
財
政
状

況
や
体
育
館
用
地
の
選
定

が
難
し
い
こ
と
な
ど
、
総

合
的
に
検
討
を
進
め
る
中

で
、
当
面
の
間
、
現
有
施

設
を
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
県
が
所

有
す
る
旧
増
穂
商
業
高
校

体
育
館
を
、
町
が
社
会
体

育
施
設
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
、
県
と
協
議
を
行

う
。
社
会
体
育
の
活
動
の

場
を
確
保
し
、
利
便
性
の

高
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。
今
後
は
、
町
の
財
政

状
況
を
考
慮
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
用
地
の
検
討
を
行
い

な
が
ら
、
建
設
時
期
に
つ

い
て
、
慎
重
に
進
め
て
い

く
。

問　
新
体
育
館
建
設
を
進

め
る
う
え
で
、
町
民
か
ら

ニ
ー
ズ
な
ど
を
幅
広
く
聞

く
と
い
う
が
、
町
主
導
で

行
う
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
説
明
会
の
予
定
は
。
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策
秘
書
課
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タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
説
明
会

は
、
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進
め
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上
で
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を
聞
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機
会
を
考
え

て
い
る
の
で
、
必
要
に
応

じ
て
開
催
し
た
い
。
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ツ
公
園
内
の
ト

イ
レ
は
、
競
技
場
内
、
管

理
棟
の
外
と
内
に
、
男
性

用
８
器
、
女
性
用
８
器
、

多
目
的
２
器
を
設
置
し
て

い
る
。
多
数
の
参
加
者
が

見
込
ま
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
は
、
主
催
者

に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
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た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。
ま
た
ス
タ
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ド
上
段
の
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路
の
安
全

問　
町
が
財
政
健
全
と
判

断
す
る
各
指
標
の
値
に
つ

い
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の
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え
は
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務
課
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決
算
時
に
お
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て
、
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公
共
団
体
の

財
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の
健
全
化
に
関
す
る
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律
に
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づ
き
、
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健

全
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判
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比
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で
あ
る
実

質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質

赤
字
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率
・
実
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公
債
費

比
率
・
将
来
負
担
比
率
の

４
つ
の
財
政
指
標
を
公
表

し
て
い
る
。
本
町
の
令
和

４
年
度
決
算
に
お
け
る
実

質
赤
字
比
率
お
よ
び
連
結

実
質
赤
字
比
率
は
、
黒
字

で
あ
る
た
め
指
標
は
算
出

さ
れ
ず
、
実
質
公
債
費
比

率
は
10
・
9
％
、
将
来
負

担
比
率
は
68
・
2
％
と
な

問　

警
報
等
の
発
令
な

ど
予
測
や
防
止
、
避
難
な

ど
に
つ
い
て
気
象
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
が
対

策
の
一
助
に
な
る
。
町
独

自
で
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
活
用
は
。

防
災
交
通
課
長　
気
象
庁

が
防
災
の
知
識
を
兼
ね
備

え
た
気
象
の
専
門
家
と
し

て
委
嘱
し
た
人
材
で
、
現

在
全
国
で
1
9
3
名
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
内

1
名
が
県
内
の
居
住
者
で

あ
る
。
こ
の
気
象
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
は
県

内
自
治
体
で
は
、
そ
の
事

例
が
な
い
こ
と
か
ら
今
後

は
県
や
甲
府
地
方
気
象
台

等
か
ら
そ
の
活
用
例
な
ど

対
策
は
、
河
川
の
堤
防

と
な
る
た
め
管
理
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
と
協
議

を
し
て
い
く
。
雨
が
降
っ

た
時
に
で
き
る
水
た
ま
り

は
、
管
理
者
と
の
協
議
に

よ
り
浸
透
桝
を
設
置
す
る

許
可
を
受
け
今
年
度
の

整
備
工
事
に
お
い
て
改
善

を
図
る
。

問　
今
後
の
施
設
整

備
計
画
は
。

都
市
整
備
課
長
　
今

年
度
は
多
目
的
広
場

の
植
栽
お
よ
び
健
康

遊
具
等
の
施
設
整
備

と
南
側
エ
リ
ア
の
造

成
工
事
を
行
う
。
明

年
度
は
、
多
目
的
広

り
、
国
が
財
政
の
健
全
性

に
問
題
が
あ
る
場
合
と
し

て
定
め
た
早
期
健
全
化
基

準
の
25
％
、
3
5
0
％
は

下
回
っ
て
い
る
状
況
。
経

常
収
支
比
率
は
84
・
9
％
、

実
質
収
支
比
率
は
5.5
％
で
、

町
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
。

本
町
の
財
政
の
健
全
性
は

国
が
示
す
早
期
健
全
化
基

準
や
経
常
収
支
比
率
な
ど

の
各
指
標
、
類
似
団
体
の

指
標
な
ど
を
相
対
的
に
見

て
判
断
し
て
い
る
。

新
庁
舎
の
運
用

１
年
経
過
後
の
状
況
は

問　
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

会
議
室
の
有
効
活
用
の
施

策
は
。　

場
に
あ
ず
ま
屋
と
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
広
場
と
し
て
、

災
害
時
に
特
殊
車
両
の
一

時
待
機
場
所
な
ど
と
な
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
広
場
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
駐
車

場
や
競
技
者
が
準
備
運
動

を
行
え
る
芝
生
広
場
を
計

画
し
て
い
る
。

管
財
課
長
　
新
庁
舎
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
は
、
利

用
に
お
け
る
管
理
運
営
要

綱
を
条
例
に
改
め
、
使
用

時
間
な
ど
の
見
直
し
を
行

い
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
使

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

町
広
報
紙
を
通
じ
て
周
知

す
る
。

の
情
報
を
得
る
中
で
、
必

要
性
や
活
用
方
法
に
つ
い

て
研
究
す
る
。

手
話
言
語
条
例
の

制
定
は

問　
手
話
言
語
条
例
を
制

定
す
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き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

福
祉
保
健
課
長　
手
話
言

語
条
例
の
制
定
は
、
こ
れ

ま
で
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
は
別
に
、
手

話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認

識
に
基
づ
き
、
各
自
治
体

に
お
い
て
手
話
言
語
に
つ

い
て
の
条
例
を
制
定
し
て

い
る
。
県
内
で
は
山
梨
県

を
始
め
、
上
野
原
市
と
市

川
三
郷
町
が
条
例
を
制
定

し
て
い
る
。
町
と
し
て
も

住
民
の
誰
も
が
手
話
言
語

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
共
生
社
会
の
実
現

が
図
れ
る
よ
う
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条
例
の

制
定
に
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て
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を
進

め
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た
い
。
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施
設
の
改
善
は

問
国
な
ど
と
協
議
し
対
応
す
る

答
財
政
状
況
を
表
す

財
政
指
標
の
考
え
方
は

問
国
の
示
す
指
標
な
ど
で

相
対
的
に
判
断

答

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
は

問
必
要
性
や
活
用
方
法
を

研
究
す
る

答

早期の改善が求められている
いきいきスポーツ公園 町の財政は早期健全化基準を下回り健全！！

地域防災リーダ養成講座を開催
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問
　
道
路
や
水
路
な
ど
の

損
傷
し
た
箇
所
は
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
見
つ
け
て

い
る
の
か
。

土
木
整
備
課
長
　
道
路

な
ど
の
損
傷
箇
所
の
発
見

は
、
職
員
に
よ
る
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
や
外
出
時
に
お

い
て
確
認
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
民
か
ら
の
電
話

や
窓
口
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
ほ

か
、
区
長
な
ど
を
通
じ
た

情
報
提
供
に
よ
り
、
把
握

し
て
い
る
。
な
お
、
小
規

模
な
損
傷
な
ど
の
補
修

は
、
担
当
職
員
自
ら
行
う

な
ど
、
修
繕
費
予
算
の
範

囲
以
内
で
随
時
対
応
し
て

い
る
。

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
通
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
は
。

土
木
整
備
課
長
　
通
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
は
、
専

用
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
に

な
る
な
ど
、
イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト
お
よ
び

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
発
生
す
る

こ
と
に
な
る
。
現

時
点
で
は
、
本

町
で
の
導
入
に

つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
が
、
そ

れ
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
あ
る
「
お
問

い
合
わ
せ
」
機

能
を
利
用
し
た
、
道
路
な

ど
の
損
傷
情
報
の
提
供
が

出
来
る
入
力
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

依
田 

誠
司 

議
員

道
路
や
水
路
な
ど
の

損
傷
箇
所
の
発
見
は

問
情
報
提
供
に
よ
り
、

把
握
し
て
い
る

答

一
般
質
問

気付きにくい道路の段差

一
般
質
問

問　
建
物
お
よ
び
物
品
の

保
証
期
間
内
に
総
点
検
を

す
る
考
え
は
。

管
財
課
長　

庁
舎
や
庁

舎
建
設
の
際
に
備
え
た
設

備
の
総
点
検
は
、
建
築
主

体
工
事
、
電
気
設
備
工
事

お
よ
び
機
械
設
備
工
事
の

施
工
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

保
証
期
間
内
の
総
点
検
を

２
回
、
実
施
し
た
。
１
回

目
は
、
半
年
経
過
時
の
総

点
検
を
５
月
に
、
２
回
目

は
、
１
年
経
過
時
の
総
点

検
を
11
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

無
償
で
実
施
し
た
。
ト
イ

レ
洗
面
台
の
鏡
に
つ
い
て

は
近
々
交
換
す
る
。

問
　
こ
ど
も
施
策
の
策

定
・
実
施
・
評
価
に
は
こ

ど
も
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
と
あ
る
が
、
町
は
ど
の

よ
う
に
し
て
こ
ど
も
の
意

見
を
聴
取
す
る
考
え
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
こ
ど

も
の
意
見
を
聴
取
す
る
方

法
と
し
て
は
、
児
童
・
生

徒
が
所
有
し
て
い
る
一
人

一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

す
る
、
低
学
年
の
児
童
な

ど
と
児
童
館
職
員
が
、
遊

び
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う
中

で
、
こ
ど
も
た
ち
の
考
え

を
聴
い
て
い
く
。

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
公
園

駐
車
場
の
活
用
は

問　
地
震
時
の
避
難
場
所

と
し
て
の
考
え
は
。

防
災
交
通
課
長　
近
隣
地

区
に
は
、
組
ご
と
に
指
定

し
た
緊
急
避
難
場
所
が
あ

り
、
避
難
場
所
を
増
や
す

こ
と
は
、
各
区

や
組
の
構
成
員

の
分
散
に
も
つ

な
が
り
、
自
主

防
災
会
が
行
う

安
否
確
認
な
ど

に
不
測
の
時
間

を
要
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
ま

た
、
河
川
区
域

に
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
が
主
役
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
は

問
　
地
域
住
民
の
活
動
や

交
流
の
場
の
創
出
は
。

政
策
秘
書
課
長　
地
域
住

民
の
活
動
や
交
流
の
場
の

創
出
に
つ
い
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
目

的
と
し
、
各
区
や
地
域
住

民
で
組
織
さ
れ
て
い
る
団

体
の
、
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
を

促
進
す
る
た

め
、
地
域
づ

く
り
推
進
交

付
金
制
度
を

創
設
し
て
、

住
民
が
主

体
と
な
る
プ

一
次
的
な
避
難
場
所
と
す

る
考
え
は
な
い
が
、
災
害

時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

自
衛
隊
な
ど
の
活
動
拠
点

や
物
資
集
積
場
所
と
し
て

の
利
用
も
想
定
さ
れ
る
の

で
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
住
民
同

士
の
絆
を
深
め
る
取
り
組

み
に
な
る
よ
う
支
援
し
て

い
る
。
住
民
の
皆
様
が
自

ら
企
画
し
、
参
加
で
き
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
つ
と
め
て
い

く
。

深
澤 

一
幸 

議
員

宇
田
川 

朱
恵 

議
員

庁
舎
の
点
検
、
補
償
は

問
点
検
、
及
び
修
繕
を

実
施
し
た

答
こ
ど
も
基
本
法
制
定
の

取
り
組
み
は

問
こ
ど
も
た
ち
の
考
え
を

聴
い
て
い
く

答

サビの出ている 2 階男子トイレの鏡 たくさん遊んで大きくなあれ

若 者 が 問 う ！！

この模擬議会は、通常の議会と同じ形式で、皆様から普段の生活の中で、日ごろ感じている町政
への疑問などを、町に直接質問していただきます。この模擬議会を通じ、町民の皆様に「町政」「議
会」を身近に感じていただき、より一層関心を深めてもらうために開催いたします。また、傍聴
も可能ですので多くの皆様のお越しをお待ちしています。
この模様は、富士川CATVとユーチューブで後日視聴できます。

日　時	 令和6年2月4日（日） 
	 午後1時～午後3時30分（予定）

場　所	富士川町役場庁舎内　議場（3階）

質問者	８名 
	 ※令和５年12月11日で締め切らせて 
	 　いただきました。

お知らせ

若者模擬議会開催
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問
　
道
路
や
水
路
な
ど
の

損
傷
し
た
箇
所
は
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
見
つ
け
て

い
る
の
か
。

土
木
整
備
課
長
　
道
路

な
ど
の
損
傷
箇
所
の
発
見

は
、
職
員
に
よ
る
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
や
外
出
時
に
お

い
て
確
認
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
民
か
ら
の
電
話

や
窓
口
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
ほ

か
、
区
長
な
ど
を
通
じ
た

情
報
提
供
に
よ
り
、
把
握

し
て
い
る
。
な
お
、
小
規

模
な
損
傷
な
ど
の
補
修

は
、
担
当
職
員
自
ら
行
う

な
ど
、
修
繕
費
予
算
の
範

囲
以
内
で
随
時
対
応
し
て

い
る
。

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
通
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
は
。

土
木
整
備
課
長
　
通
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
は
、
専

用
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
に

な
る
な
ど
、
イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト
お
よ
び

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
発
生
す
る

こ
と
に
な
る
。
現

時
点
で
は
、
本

町
で
の
導
入
に

つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
が
、
そ

れ
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
あ
る
「
お
問

い
合
わ
せ
」
機

能
を
利
用
し
た
、
道
路
な

ど
の
損
傷
情
報
の
提
供
が

出
来
る
入
力
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

依
田 

誠
司 

議
員

道
路
や
水
路
な
ど
の

損
傷
箇
所
の
発
見
は

問
情
報
提
供
に
よ
り
、

把
握
し
て
い
る

答

一
般
質
問

気付きにくい道路の段差

一
般
質
問

問　
建
物
お
よ
び
物
品
の

保
証
期
間
内
に
総
点
検
を

す
る
考
え
は
。

管
財
課
長　

庁
舎
や
庁

舎
建
設
の
際
に
備
え
た
設

備
の
総
点
検
は
、
建
築
主

体
工
事
、
電
気
設
備
工
事

お
よ
び
機
械
設
備
工
事
の

施
工
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

保
証
期
間
内
の
総
点
検
を

２
回
、
実
施
し
た
。
１
回

目
は
、
半
年
経
過
時
の
総

点
検
を
５
月
に
、
２
回
目

は
、
１
年
経
過
時
の
総
点

検
を
11
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

無
償
で
実
施
し
た
。
ト
イ

レ
洗
面
台
の
鏡
に
つ
い
て

は
近
々
交
換
す
る
。

問
　
こ
ど
も
施
策
の
策

定
・
実
施
・
評
価
に
は
こ

ど
も
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
と
あ
る
が
、
町
は
ど
の

よ
う
に
し
て
こ
ど
も
の
意

見
を
聴
取
す
る
考
え
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
こ
ど

も
の
意
見
を
聴
取
す
る
方

法
と
し
て
は
、
児
童
・
生

徒
が
所
有
し
て
い
る
一
人

一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

す
る
、
低
学
年
の
児
童
な

ど
と
児
童
館
職
員
が
、
遊

び
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う
中

で
、
こ
ど
も
た
ち
の
考
え

を
聴
い
て
い
く
。

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
公
園

駐
車
場
の
活
用
は

問　
地
震
時
の
避
難
場
所

と
し
て
の
考
え
は
。

防
災
交
通
課
長　
近
隣
地

区
に
は
、
組
ご
と
に
指
定

し
た
緊
急
避
難
場
所
が
あ

り
、
避
難
場
所
を
増
や
す

こ
と
は
、
各
区

や
組
の
構
成
員

の
分
散
に
も
つ

な
が
り
、
自
主

防
災
会
が
行
う

安
否
確
認
な
ど

に
不
測
の
時
間

を
要
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
ま

た
、
河
川
区
域

に
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
が
主
役
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
は

問
　
地
域
住
民
の
活
動
や

交
流
の
場
の
創
出
は
。

政
策
秘
書
課
長　
地
域
住

民
の
活
動
や
交
流
の
場
の

創
出
に
つ
い
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
目

的
と
し
、
各
区
や
地
域
住

民
で
組
織
さ
れ
て
い
る
団

体
の
、
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
を

促
進
す
る
た

め
、
地
域
づ

く
り
推
進
交

付
金
制
度
を

創
設
し
て
、

住
民
が
主

体
と
な
る
プ

一
次
的
な
避
難
場
所
と
す

る
考
え
は
な
い
が
、
災
害

時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

自
衛
隊
な
ど
の
活
動
拠
点

や
物
資
集
積
場
所
と
し
て

の
利
用
も
想
定
さ
れ
る
の

で
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
住
民
同

士
の
絆
を
深
め
る
取
り
組

み
に
な
る
よ
う
支
援
し
て

い
る
。
住
民
の
皆
様
が
自

ら
企
画
し
、
参
加
で
き
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
つ
と
め
て
い

く
。

深
澤 

一
幸 

議
員

宇
田
川 

朱
恵 

議
員

庁
舎
の
点
検
、
補
償
は

問
点
検
、
及
び
修
繕
を

実
施
し
た

答
こ
ど
も
基
本
法
制
定
の

取
り
組
み
は

問
こ
ど
も
た
ち
の
考
え
を

聴
い
て
い
く

答

サビの出ている 2 階男子トイレの鏡 たくさん遊んで大きくなあれ

若 者 が 問 う ！！

この模擬議会は、通常の議会と同じ形式で、皆様から普段の生活の中で、日ごろ感じている町政
への疑問などを、町に直接質問していただきます。この模擬議会を通じ、町民の皆様に「町政」「議
会」を身近に感じていただき、より一層関心を深めてもらうために開催いたします。また、傍聴
も可能ですので多くの皆様のお越しをお待ちしています。
この模様は、富士川CATVとユーチューブで後日視聴できます。

日　時	 令和6年2月4日（日） 
	 午後1時～午後3時30分（予定）

場　所	富士川町役場庁舎内　議場（3階）

質問者	８名 
	 ※令和５年12月11日で締め切らせて 
	 　いただきました。

お知らせ

若者模擬議会開催
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平成 12 年にこどもの権利に関する条例を制定し、積極的に子どもの権利施策を推進している神
奈川県川崎市とふるさと納税の事業に取り組み、近年、納税状況が著しく伸長している茨城県境
町（株）さかいまちづくり公社の取り組みを、先進事例として研修してきました。

現在、川崎市の取組みを参考に「こども条例制定に関する特別委員会」を設置し、「富士川町こど
も条例」の制定に向けて検討を重ねている。（株）さかいまちづくり公社の取組みを参考に、ふじ
かわまちづくり公社の職員が研修を受講し、更なるふるさと納税の充実・活用に取り組んでいる。

「川崎市子ども夢パーク」を視察 ドローン視察 境町体育館にて

境町アーバンスポーツパーク 電気自動車「エコス」に試乗

リニア中央新幹線第一南巨摩トンネル貫通式

ふじかわまちづくり公社の進捗状況の説明

中学校整備等検討特別委員会

こども条例制定に関する特別委員会

こどもの権利に関する条例制定についての説明を
川崎市役所にて

（株）さかいまちづくり公社についての説明を
（株）セネック本社にて

10月2日（月）　神奈川県川崎市
　　 3日（火）　茨城県境町（株）さかいまちづくり公社

議　　会
行政視察こども条例制定特別委員会

「こども条例制定に関する特別委員会」を開催
した。条例案の検討・意見交換など活発に行い、
明年度内の制定を目指していくことが確認さ
れた。

全国初のリニア中央新幹線貫通式
10月13日に「リニア中央新幹線第一南巨摩トンネ
ル」の貫通を祝う式典が、山梨県関係者をはじめ、
山梨県議会議員・町長・町議会議員・関係区長な
どが出席し盛大に行われ、多くのマスコミ関係者が
取材に訪れた。
貫通した際の「貫通石」は、ふるさと納税の返礼品
となっている。

まちづくり常任委員会
「ふじかわまちづくり公社」から事業の進捗状況
について報告を受けた。ふるさと納税制度を通
じて町内の特産品を活用した返礼品の充実を図
り、町外の方々にも本町の魅力を知ってもらう
ための支援強化を図ることなどの説明を受けた。

中学校整備等検討特別委員会
「中学校整備等検討特別委員会」を開催した。教
育委員会から中学校整備について説明を受けた。
概算については、まだ説明できる段階ではない
とのことで、基本設計ができてから示すと説明
された。

議 会 活 動 先進事例を学ぶ！委 員 会 活 動こんな活動をしています！
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令和6年 二十歳の誓い 令和 6 年 1 月 6 日（土）
はくばく文化ホールにて突撃アンケートを実施！！

祝

調 査 結 果調 査 結 果

調査結果調査結果から…から…

『町政への願い』文化協会の各種団体の皆さんから『町政への願い』をお聞きしました

貴重なご意見を頂きました。ご協力ありがとうございました。（広報常任委員会一同）
なお、文化協会各団体へのお問い合わせは、富士川町教育委員会生涯学習課内 文化協会事務局にお願いいたします。

こ の 町 を 動 か す の は 皆 様 の お 声 で す

川柳は喜怒哀楽が表現で
きるので、もっと若者に
興味をもってもらいたい。

文
化
協
会
川
柳
部

　
井
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皆様にも囲碁に親しんで
もらいたい。未経験者で
もお気軽に大歓迎です。
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会
囲
碁
部

　
土
橋 

亨

皆さんと踊りの練習をし
て、おしゃべりをして楽
しく過ごします。

鰍
沢
民
踊
部

　

依
田 

幸
子

本に親しんでもらえるよう
町内各保育園で毎月絵本の
読み聞かせを行っています。

朗
読
の
会 

す
ず
ら
ん

　
金
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子

詩を多くの町民に知って
もらい親しんでもらいた
い。参加者を増やしたい。
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の
詩
文
学
研
究
会

　
竹
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正
直

17 名で明るく楽しいクラ
ブ。脳の老化から予防で
き、若返ります。

こ
と
ぶ
き
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ラ
ス

　
横
澤 

允
恵

小学生から大人まで幅広い
年齢層で元気に活動してい
ます。入会希望者募集中 !!
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I
凛
舞
増
穂

　
渡
辺 

将
好

バランスが取れた柔軟性
が身につき、良い姿勢が
保たれます。

生涯学習センターなど文化
部門が幅広く活動や発表の
できる場（場所）がない。

小
林
陽
子
身
体
表
現
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究
室
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香

写
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志
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三

生涯学習センターのような
各種団体が気軽に使用でき
発表できる場所が欲しい。
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書
道
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眞
澄

お祭りに披露する場（ス
テージ）が欲しい。お祭り
に賑わいを取戻したい。

増
穂
一
芸
会

　
横
打 

み
え
子

発表の場が欲しい。特に
甲州ふじかわ祭りに披露
するステージの復活を！！

ま
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の
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座
巣 

小
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八
幡
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鼓

　
深
澤 

俊
司

みんなの声を

聞かせて

富士川町では、138 名の方が「二十歳」を迎えられました。誠におめでとうございます。
現在、少子化・人口減少が深刻な問題となっています。そこで、今回は、富士川町への若者の定住について、アンケート
調査を行いました。

SNSによる
情報収集が
 １位！！

現在富士川町に住んでいる方
半数以上は引き続き富士川町へ

現在富士川町に住んでいない方
約半数は戻って来ない

これからも
富士川町に
住みますか？

将来、富士川町に
戻って
きますか？

ニュース等の情報はどこから？

富士川町に現在住んでいる方の64％が、引き続き富士川町に
住む理由は「家族がいるから」が36％。しかし、町外にいる
方が将来、戻るかは「いいえ」「わからない」が約55％。戻っ
てこない理由として一番多いのは、やはり仕事の関係でした。
若者が就きたい就職先を町内・県内に増やす取り組みが、今
後の若者の定住に、大きく影響してくると考えられます。

若者は富士川町に住み続けるのか？情報源は？
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最勝寺の西ノ入橋近くに、蚕影大神と道祖神が祭られて
います。蚕影大神は、その名にある通り、養蚕の神とし
て関東甲信地方で大いに崇敬された茨城県つくば市神郡
にある、蚕影神社の御分霊であると言われています。養
蚕は、この地区でも現金収入を得られる貴重な産業でし
た。神の虫と呼ぶくらい大事にされていたことがうかが
えます。その大切な養蚕を蚕影大神が守り続けていたと
伝えられています。
富士川町ではたった１軒になってしまいましたが、この
最勝寺西ノ入地区には、日本の伝統の養蚕を 150 年近く
続けている養蚕農家があります。この農家は今も毎年養
蚕が始まる前にお参りし、養蚕の無事を祈願しています。
また、この地区では毎年 1 月 14 日には獅子舞いやどんど焼きをこの道祖神の周りで行い、繭玉を模した
団子（まゆ玉だんご）を焼いて食べ、一年の幸せを祈願しています。蚕影大神は、現在も日本の伝統の養
蚕を守り続け、そして道祖神は地区の外から来る魔・災いを遮り防いでいるのです。
時代は変わっていきますが、日本の伝統である貴重な養蚕、いつまでも続いて欲しいと願っています。

広報常任委員会 委員長 小林有紀子  副委員長 神田雅也  委員 秋山 仁・小林和良・深澤一幸・依田誠司

　養蚕と地区を守り続ける「蚕
こ

影
かげ

大神と道祖神」

今からおよそ1200年前の昔、孝謙天皇が奈良田に平癒
※

のため湯治に向かわれるとき、矢川集落の豪士・深沢常
左衛門の家を仮の泊り所とされ御一泊されたという。翌
朝御一行は出立されたが、村内が火事となり村の大半を
焼いてしまったことを、峠の途中でご覧になった帝はふ
びんに思われて、早速にお使いの杖を刻まれ、火伏の神
として、村人にお与えになったそうです。この帝のお心
に感激した村人たちが、やや小高い集落を見下ろす場所
に像を祭ったものが「火伏の天狗」と言われています。
以来失火の難より免れたことができたため、御一泊の折
お使いになった木枕で帝のお姿を刻み、これを祭って帝
の徳をたたえたのが「枕木天神」と言われています。源氏山の中腹を越え、西山に通じる集落中央の道路
沿いに枕木天神は建てられています。（参考文献 増穂町史）　　　  　　　　　　　　　※平癒（へいゆ）…病気が治ること。

　矢川集落を守り続ける「火伏せの天狗・枕木天神」

矢川集落の枕木天神

蚕影大神・道祖神とまゆ玉だんご




